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大型連休が終わって 
 ゴールデンウィークが終わりました。何をして過ごしましたか？去年までと違い旅行

などに出かけた人も多かったことでしょう。にぎやかな連休が戻ってきた感じですね。 

さて，新年度が始まって１か月が過ぎました。楽しい学校生活が送れていますか？新

しい学級にも慣れてきたことでしょう。「慣れる」ことで二つの行動パターンが見られま

す。①何をすべきかが分かり，積極的，自主的な行動が増える。周りにも目を向ける余

裕が生まれる。②緊張感が薄れ，油断をし，手を抜く。自分勝手な判断をする。果たし

て今のあなたはどちらですか？登校時間が遅くなっていませんか？集中して授業を受け

ていますか？給食当番や清掃などの係活動がきちんとできていますか？身なりは整って

いますか？「慣れ」をいい方向へと生かして，常に自分を高めることを忘れずに学校生

活を送りましょう。 

 

春の交通安全運動実施中 
 ５月 11 日(木)～20 日(土) は，令和５年「春の全国交

通安全運動 2023」期間となっています。４月に交通安全

教室がありました。講師の先生の講話の中に「だろう運転」

と「かもしれない運転」の話がありました。「運転」とあ

りますが，もちろん歩行中にも当てはまることです。「だ

ろう運転」とは，「一時停止の標識があるから車が止まっ

てくれるだろう」「車通りが多い道路だから歩行者は飛び

出さないだろう」など，自分に都合のいい解釈で運転して

しまうことを指しています。「歩行者が優先だけど車が止

まらないかもしれない」「曲がり角から急に人が出てくる

かもしれない」など，起こりうる危険な事態を，あらかじ

め予測しておくことで事故を未然に防ぐのが「かもしれな

い運転」です。危険を予測し心の準備をしておくだけで，

体が反応する速さは大幅に短縮できるはずです。また，危

険を予測することで自然と慎重な運転（歩行）になり，交

通安全への意識が高まります。交通ルールをしっかりと守

り，事故の防止に努めましょう。 
 

【交通安全運動の重点】 

(1) こどもを始めとする歩行者の安全の確保 

(2) 横断歩行者事故等の防止と安全運転意識の向上 

(3) 自転車のヘルメット着用と交通ルール遵守の徹底 

 

【５月の凡事徹底】 

２分前着席・１分前黙想 


